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１．研究計画の概要 
海水湖が海洋生物の異所的種分化の揺籃と
なっている可能性を検証する目的で、パラオ
海水湖の生物多様性を以下の 4項目の研究計
画により調査した。 
(1)閉鎖型及び開放型の海水湖で動物プラン
クトン、藻類、軟体動物、魚類等を採取する。 
(2)海水湖の種多様性を定量化、類型化する。 
(3)種多様性と環境条件の関連を解明する。 
(4)海水湖間の遺伝的分化を遺伝子分析によ
り定量化し、固有進化の有無を検証する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 現地調査 

平成 18 年 11 月、平成 19年 10 月、平成 20
年 11 月の 3 回、現地調査を行い、海水湖 21
地点と、海水湖がある島の外海（礁湖とよぶ）
23 地点において生物試料と水質試料を採取
した。生物標本はアルコール固定をしたうえ
で、研究室に持ち帰り、カイアシ類、珪藻、
円石藻、軟体動物、魚類等の種組成を調査し
た。 
(2) 種多様性の調査 

種多様性は海水湖ごとに大きく異なるこ
とが明らかになった。浮遊性カイアシ類は
属・種レベルで 34 の分類群を確認した。閉
鎖型の海水湖では Oithona dissimilis が優
占する一方、外海との連絡がある海水湖では
カラヌス目とオイトナ目の数種が観察され
た。底質が泥質で汽水性の海水湖一カ所では、
キクロプス目が優占していた。円石藻につい
ては現生種の記載を論文で発表した。形態学
的種としての位置づけが不明な二枚貝が採
取され、遺伝子分析で同定中である。 
(3) 種多様性と環境条件の関連性 

多変量解析で浮遊性カイアシ類の群集構
造は生息環境の異なる 3グループに分けられ
た：（1）部分循環型海水湖、（2）浅く平坦
な湖盆を持つ全層循環型海水湖（タイプＡ）、
（3）深い湖盆をもつ全層循環型海水湖（タ
イプＢ）と全ての沿岸域。部分循環型湖では、
種多様性が著しく低く、汽水性の 2種のみが
優占していた。タイプＡの全層循環湖の種多
様性は比較的低いレベルであった。タイプＢ
の全層循環湖の動物プランクトン種組成は
沿岸域群集の影響を受けていることが示さ
れた。以上から、浮遊性カイアシ類の種多様
性は各海水湖の隔離の程度と局所的な環境
条件（底質の状態、湖盆など）によって大き
く変化することが示唆された。 
(4) 固有進化の検証 
カラヌス目を対象にして、海水湖集団の集

団遺伝学的解析を行った。タイプＢの全層循
環湖では湖外との遺伝的隔離がほとんどな
いこと、部分循環湖では高度な遺伝的分化が
生じていることが示された。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進んでいる。 
 当初計画した 4 項目（現地調査、種多様性
の類型化、多様性と環境条件との関連づけ、
遺伝子分析による固有進化の検証）の研究計
画のうち、3 項目まで順調に進行し、結果を
論文 2 報と投稿中論文 1 報で取りまとめた。
残りの１項目の遺伝子分析については結果
が出ており、年度内に論文投稿をする予定で
ある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 当初計画どおりに研究を進め、最後の段階
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である固有進化の検証を重点的に行い、論文
投稿を最優先の課題とする。そのための具体
的方策として、実験補助者を雇用し遺伝子分
析の処理速度を向上させる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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